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1 はじめに
CHISE（CHaracter Information Service Environment; 文字情報サービス環境）project [1] およびその

データ基盤である Concord [6] 上に蓄積されたデータセットや機能を Web 上で利用するための Web API に
ついて述べる。

2 CHISE のデータモデル
2.1 Chaon モデル

CHISE では『Chaon モデル』と呼ぶ方法によって文字を表現するようになっている。これは汎用符号化文
字集合に依存することなく自由に文字を表現するために我々が提案しているもので、表現したい文字に関する

知識（文字の性質の集合）の機械可読な表現によって文字を表現し操作する方法である。

Chaon モデルでは、文字を説明するための要素（文字の性質や用例など）を『文字素性』(character feature)
と呼ぶ。文字素性としては、部首、画数、部品の組合せ方に関する情報（漢字構造情報）、発音、意味、用例、

その他文字処理で必要となる各種情報などが考えられる。

Chaon モデルでは、この文字素性の集合によって表現される文字のことを『文字オブジェクト』（文脈に応
じて、文字もしくはオブジェクトと略される）と呼ぶ。

文字素性は素性の名前と値の対で表現することができる。文字素性という用語は文脈によって素性の名前

（で指されるもの）と素性名と値の対を指すことがあり、両者を区別するために、前者を『素性名』、後者を

『素性対』と呼ぶことにする。

2.2 素性の種類

文字素性は大別すると

基礎素性 数値や識別子（シンボル）といったアトミックなデータ、または、それらのリストや配列を値とし

て取る素性

ID 素性 オブジェクトに対する ID（素性名においてユニークな数値または識別子）を値として取る素性。あ
る ID 素性において、その素性を持つ各オブジェクトとその素性値である ID は１対１対応していなけ
ればならない（これにより、値である ID をキーにオブジェクトを得るための索引を作ることができる）

構造素性 オブジェクトを要素として持つリストや配列を値として取る素性

関係素性 オブジェクトの集合を値として取り、値に取った各オブジェクトと素性を持つオブジェクトの関係
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を表す素性。これは、オブジェクトをノードとした有向グラフのリンクとなるものである。関係素性対

を持つオブジェクト（主語）とその値の各要素（目的語）の間には、その主語を値の要素とする逆関係

素性対がその目的語に付く

メタデータ素性 元になる素性に対するメタデータを記述するための素性

に分類することができる。

ID 素性、関係素性、メタデータ素性の名前は、CHISE における素性名の命名規則によって、特定の形式を
用いることになっている。

ID 素性は ‘=’ から始まる名前を持つ。また、CHISE の『グリフ ID 素性名の命名規則』[2]に従い、例示オ
ブジェクトの集合を指すための名前から、それを抽象化したオブジェクトの集合を指すための派生名を接頭辞

（これを「包摂粒度接頭辞」と呼ぶ；表 1 の「S 式」列に示す）によって機械的に決定できるようにしている。
[3]
関係素性は ‘->’ もしくは ‘<-’ から始まる名前を持つ。両者は互いに逆関係となっており、あるオブジェク

ト A が関係素性 ‘->foo’ を持ち、その値が (B1 B2 ...) である時、オブジェクト Bi は逆関係素性 ‘<-foo’ を
持ち、オブジェクト A はその素性値の要素のひとつとなる。
メタデータ素性は、言及対象となる素性名の後ろに ‘*’ から始まる文字列を付けた名前を持つ。ここで、‘*’

の後に続く文字列を『メタデータ識別子』と呼ぶ。

また、各素性には ‘@domain(/subdomain/...)’ という形式でドメイン識別子を付与することが可能である。
メタデータ素性の場合、言及対象となる素性名にもメタデータ素性自身にもドメイン識別子を付けることがで

きる（例：<-ancient@shuowen*note@shuowen-zhu（「『説文における「A 古文 B」』という記述に対する段
玉裁の注））。

3 JSON-LD での表現
3.1 JSON-LD の概説

JSON-LD は JSON のオブジェクトの各メンバーのキー部に対し IRI を対応づけることによって、JSON
データを RDF として解釈できるようにした形式である。
例えば、

{

"名前": "LATIN CAPITAL LETTER A",

"画像": "https://glyphwiki.org/glyph/u0041.svg",

"情報": "https://www.chise.org/est/view/character/ucs=65"

}

は JSON データであり、人間にはそれが「A」という字に関するものであり、「画像」というプロパティーに
SVG 形式の字形データが入ってそうだということは簡単に理解できるが、機械は人間のような直感的な理解
はできない。そこで、「名前」や「画像」などのトークンの代わりにそれらの意味を示す固有の識別子を用いれ

ば曖昧性が解消可能であり、機械にもそのセマンティクスを理解させることができると考えられる。

RDF ではその固有の識別子として IRI を用いる。例えば、schema.org の語彙を使って

2



{

"http://schema.org/name": "LATIN CAPITAL LETTER A",

"http://schema.org/image": {

"@id": "https://glyphwiki.org/glyph/u5b57.svg"

},

"http://schema.org/url": {

"@id": "https://www.chise.org/est/view/character/ucs=65"

}

}

のように表現すれば明確である。ここで、2, 3番目のメンバーの値部のオブジェクトの @id キーは値が IRI
を用いた識別子であることを意味する。この記述では全てのプロパティーが IRI によって明確に識別され、ま
た、値が IRI である場合 @id キーが書かれているためそれが単なる文字列かそれとも IRI なのかを機械は確
実に判断できる。しかし、人間にとっては読みづらく JavaScript で処理する際にもやや面倒かも知れない。
そこで、JSON-LD では『コンテキスト』（文脈）という概念を導入することによってデータの明確さと簡便
さの両立を支援している。

コンテキストは『用語』（JSON オブジェクトのキー部）を IRI にマッピングしたりその値の型や構造など
を明示するための仕組みである。例えば、

{

"@context": {

"name": "http://schema.org/name",

"char-image": {

"@id": "http://schema.org/image",

"@type": "@id"

},

"char-desc": {

"@id": "http://schema.org/url",

"@type": "@id"

}

}

}

というコンテキストを定義すれば、用語 name, char-image, char-desc の IRI を明示するとともに、用語
char-image, char-desc の値が IRI であることを明示できる。そして、この定義が http://rdf.chise.org/

contexts/chise.jsonld から取得できるとすれば、

{

"@context": "http://rdf.chise.org/contexts/chise.jsonld",

"name": "LATIN CAPITAL LETTER A",

"char-image": "https://glyphwiki.org/glyph/u0041.svg",

"char-desc": "https://www.chise.org/est/view/character/ucs=65"
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}

という風に簡潔に書くことができる。

3.2 文字オブジェクトの RDF での表現

CHISE の文字オブジェクトは Chaon モデルに基づき素性対の集合で表現される。この各素性対は RDF
のトリプルに対応するものといえ、文字オブジェクトを主語、素性名を述語、素性値を目的語とした RDF の
トリプルとして表現することができる（図 1）。ここで CHISE の素性名に対応した述語を『素性述語』と呼ぶ
ことにする。

文字 素性値
素性述語

図 1 素性対の表現

3.3 素性名の表現

素性名は RDF の述語に対応するものであり、IRI で表現することができる。
CHISE の述語用名前空間は１つあれば十分であるが、JSON-LD や Turtle 記法等において接頭辞を使用

した場合にローカルパートが短く判り易いものになることと対象や用途の種類毎に述語の集合をまとめること

を意図して、

Concord 基本述語集合 http://rdf.chise.org/property/concord/main/

CHISE CCS 述語集合 http://rdf.chise.org/property/chise/ccs/

CHISE 漢字述語集合 http://rdf.chise.org/property/chise/hanzi/

を設ける。また、これらに対しそれぞれ concordmain:, chiseccs:, ideo: という接頭辞を用いる。
また、RDF の世界で標準的に使われる述語が存在する場合、適宜それを用いることとする。なお、他に適

切な述語集合が存在しない場合、CHISE の基本述語集合の IRI 以下に CHISE-wiki 符号化した素性名を置
いたものを用いるものとする。

3.4 文字符号の表現

「文」という字は UCS/Unicode, Adobe-Japan1, JIS X 0208 といった文字符号・グリフセットや大漢和辭
典などの字書に収録されており、それぞれ U+6587, Adobe-Japan1 の 3592, JIS X0208 の 4A38（42区 24
点）、大漢和番号 13450 に対応する。細かくいえば、起筆の有無などの差は有り得るが、字体としての同一で
あると考える時、

字体「文」= U+6587 の例示字体 = Adobe-Japan1 の 3592 の例示字体 = JIS X0208 の 42区 24点
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の例示字体 = 大漢和番号 13450 の例示字体

という関係を考えることができる。

この時、異なる番号体系間での字体としての同一性 = は RDF の述語 owl:sameAs を用いて表すことがで

きる。

また、「JIS X0208 の 42区 24点の例示字体」や「大漢和番号 13450 の例示字体」という概念は「JIS X0208
の例示字体」や「大漢和番号の例示字体」というような番号体系に包摂粒度の情報を付加した概念と文字の番

号（符号位置）の組によって表現することができる。

CHISE ではこの包摂粒度の情報を付加した文字の番号体系のことを「包摂粒度情報付き CCS 素性」と
呼ぶ。

CHISE の S 式表現では、包摂粒度情報付き CCS 素性を表 1 の S 式欄にあるような接頭辞を用いて表現
するが、JSON-LD ではこの表の JSON-LD 欄の用語を用いて表現する。

包摂粒度名 S 式 IRI JSON-LD
超抽象文字 ==> a2 super-abstract-character
抽象文字 => a abstract-character
統合字体 =+> o unified-glyph
抽象字体 = rep abstract-glyph
詳細字体 =>> g detailed-glyph
抽象字形 == g2 abstract-glyph-form
字形 === repi glyph-image

表 1 包摂粒度の表現

また、

"@context": {

"unify": {

"@id": "owl:sameAs",

"@container": "@index"

}

}

というコンテキスト定義を用い、

{

"@context": "http://rdf.chise.org/contexts/chise.jsonld",

"@id": "character:文",

"unify": {

"abstract-character:ucs": {

"@id": "abstract-character:ucs/0x6587",

"abstract-character-of": {

"@id": "bare-ccs:ucs/0x6587",
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"CCS": "ccs:ucs",

"code-point": 25991

}

},

"abstract-glyph:adobe-japan1-0": {

"@id": "abstract-glyph:adobe-japan1-0/03592",

"abstract-glyph-of": {

"@id": "bare-ccs:adobe-japan1-0/03592",

"CCS": "ccs:adobe-japan1-0",

"code-point": 3592

}

},

"abstract-glyph:jis-x0208": {

"@id": "abstract-glyph:jis-x0208/0x4A38",

"abstract-glyph-of": {

"@id": "bare-ccs:jis-x0208/0x4A38",

"CCS": "ccs:jis-x0208",

"code-point": 19000

}

},

"abstract-glyph:daikanwa": {

"@id": "abstract-glyph:daikanwa/13450",

"abstract-glyph-of": {

"@id": "bare-ccs:daikanwa/13450",

"CCS": "ccs:daikanwa",

"code-point": 13450

}

}

}

という風に表現する。ここで、unify の中の各キーは上述の用語 unify のコンテキスト定義にある @index に
よって RDF のグラフ上では消えて、Turtle 表現の場合と同様なグラフに展開される。しかしながら、Turtle
表現の場合と異なり、S 式表現の場合に比べると若干繁雑なものの、包摂粒度情報付き CCS 素性と『生の
CCS 素性』の関係や符号位置の情報が一ヶ所にまとまっており、また、S 式における接頭辞に比べて初見で
も理解しやすい表現になっている。

3.5 階層的素性名の表現

CHISE の階層的素性名では “@” の前にベースとなる素性名が付き、“@” の後にその情報が使われる文脈
やドメインが付く。後者もまた “/” で区切られた複数のドメイン識別子からなる階層構造を採り得るものに
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なっている。

[5] ではこのドメイン識別子の階層構造をエンコードして XML の名前空間のプレフィックス部に押し込む
ことによって表現していたが、この方法ではベースとなる素性名の指示対象と文脈やドメインが示す情報の関

係が RDF のグラフとして表現されず問題である。そこで、JSON-LD における表現においても Turtle の場
合 [4] と同様に中間ノードを用いて表現する方法を採ることにする。
階層的素性名が使われている場合、ベースとなる素性名に対応した述語がとる目的語として中間ノードを設

け、その中間ノードの述語 context で階層的素性名におけるドメイン情報を表現する。

3.6 メタデータ素性の表現

CHISE のメタデータ素性名では「*」の前に言及対象となる素性名が付き、「*」の後にそれに対するメタ
データの種類を示す識別子やそのメタデータのドメイン識別子が付く。

このメタデータ素性で表現される情報も、3.5 節で述べた階層的素性名の表現と同様に、素性述語の目的語
に中間ノードを設けて表現することにする。

3.7 文字間の関係の表現

CHISE のセマンティクス的には、メタデータ素性名は、その素性を持つオブジェクトを主語、言及対象と
なる素性名を述語、言及対象となる素性名に対応する素性値を目的語としたトリプルに対してメタデータを付

与するものであるが、これをそのまま JSON-LD で表現するとしたら名前付きグラフを用いる必要がある。し
かしながら、名前付きグラフは標準的な RDF におけるトリプルの範囲外にあるものであり可搬性が低い。
CHISE の S 式表現の構文的にはあらゆる素性に対してメタデータ素性を付けることができるが、現実には

異体字関係の情報に対する典拠情報の記述が多い。このため、文字間の関係を示す関係素性の情報の RDF へ
の翻訳において Web アノテーション [7] [8] を採用することにした。
しかしながら、CHISE の文字オブジェクトの記述の主語となる記述対象文字がWeb アノテーションにお

いてはターゲットという目的語になるという問題がある。そこで、

{

"@context": {

"@version": 1.1,

"oa": "http://www.w3.org/ns/oa#",

"target": "oa:hasTarget",

"variant": {

"@reverse": "target",

"@container": "@index"

}

}

}

のように JSON-LD の @reverse キーワードを用いて異体字関係を示す用語 variant を定義することにより、

{
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"@context": "http://rdf.chise.org/contexts/chise.jsonld",

"@id": "character:台",

"variant": {

"ideo:ancient-form-of": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of",

"body": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of",

"ideolink": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of/link",

"ideo:ancient-form-of": "character:%E5%97%A3"

}

},

"source": "domain:jiyun"

},

"ideo:interchangeable": {

"@id": "character:台/ideo:interchangeable",

"body": [

{

"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_1",

"ideolink": {

"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_1/link",

"ideo:interchangeable": "character:%E4%BA%88"

},

"source": [

"domain:shuowen-zhu",

"domain:daikanwa"

]

},

{

"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_2",

"ideolink": {

"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_2/link",

"ideo:interchangeable": "abstract-glyph:jis-x0208@1990/0x7075"

},

"source": [

"domain:fangyan-zhu",

"domain:daikanwa"

]

},

{
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"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_3",

"ideolink": {

"@id": "character:台/ideo:interchangeable$_3/link",

"ideo:interchangeable": "character:%E9%A7%98"

},

"source": [

"domain:shuowen-tongxun-dingsheng",

"domain:daikanwa"

]

}

],

"source": "domain:daikanwa"

}

}

のように、見掛け上、記述対象文字を主語にした形に記述することができる。ちなみに、

{

"@context": "http://rdf.chise.org/contexts/chise.jsonld",

"@id": "character:台",

"variant": {

"ideo:ancient-form-of": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of",

"body": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of",

"ideolink": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of/link",

"ideo:ancient-form-of": "character:%E5%97%A3"

}

},

"source": "domain:jiyun"

}

}

は

{

"@context": "http://rdf.chise.org/contexts/chise.jsonld",

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of",

"oa:hasTarget": "character:台",

"oa:hasBody": {

"@id": "character:台/ideo:ancient-form-of/link",
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"ideo:ancient-form-of": "character:嗣"

},

"source": "domain:jiyun"

}

と等価である。

なお、今回の JSON-LD 化において、関係素性を包摂関係、スクリプト間関係、異体字・類字関係、字体・
字形用例に分類し、それぞれ用語 intergranularity, interscript, variant, glyph-example でくるむことでその
分類を示すこととした。これは CHISE-wiki / ESTのようなサービスを作る際にこの順番に表示すれば同様
の表示になることを意図したものである。

3.8 基礎素性の表現

基礎素性の値（基礎素性値）は概念的には RDF リテラルと同様なものといえるが、シンボルのような一意
性を持ったもの、あるいは、リストや配列といった構造を持ったものもあるので、単純に全てを RDF リテラ
ルで表現する訳にはいかない。

基礎素性値のうち、文字列や数値、真理値としての t は RDF においてもリテラルで表現できる。nil は真
理値として使われている場合はリテラル、それ以外の場合は IRI を持ったエンティティーになる（空集合と
して使われている場合は RDF コレクションの rdf:nil とする）。t と nil 以外のシンボルは文字列で表現する
こともできるが、ユニーク性を示したい場合は IRI を持ったエンティティーとする。リストは RDF コレク
ションで表現できる。

4 CHISE Web API

4.1 URI パターン

CHISE の Web API の URI は次のようなパターンで構成される。

https://api.chise.org/v0/character/function?key1=value1&key2=value2&...

function は XEmacs CHISE における Emacs Lisp API の関数に相当するものであり、keyn=valuen は

n 番目の引数である。ここで、keyn を「（n番目の）引数名」、valuen を「（n番目の）引数値」と呼ぶ。

引数は引数名で識別されるため、引数の順番は任意である。

引数には必須のものと省略可のもの（オプショナル引数）があり、何が必須で省略可かは関数毎に決まって

いる。

4.2 データ表現

4.2.1 素性名
文字素性名 (feature name) の識別子。
JSON では

feature
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もしくは

包摂粒度識別子:bare-CCS

という形式の文字列で表現する。

但し、feature は素性名の JSON-LD 表現である。また、包摂粒度識別子は表 1 の「JSON-LD」欄の用語
もしくは ID 素性識別子 rep である。また、bare-CCS は包摂粒度情報のない『生の』CCS に対する識別子
（CCS 基底名）の JSON-LD 表現である。

■生の CCS

例 ucs
daikanwa
mj

■粒度情報付き CCS

例 abstract-glyph:daikanwa（大漢和の例示字体）
glyph-image:hng-kar（HNG の開成石經論語の代表字形）
abstract-character:iwds-1（IWDS-1 の抽象部品）

■粒度・ドメイン情報付き CCS

例 abstract-glyph:ucs@iso（ISO/IEC 10646-2:2000 における拡張漢字 B の例示字体）
repi:jis-x0208@1990（JIS X 0208:1990 の例示字形）

4.2.2 符号位置
符号化文字集合の符号位置。

JSON では数値型を用い、整数（自然数）の範囲で表現する。
URL 中では ESTにおける URI 表現を用いる。

■URI 表現における 10進表現

例 12345
01234 (= 1234)

■URI 表現における 16進表現

例 0x4E00
0x210fe

4.2.3 文字
CHISE の文字オブジェクト。
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JSON では文字列、または、下記で述べる文字型のオブジェクトを用いる。

■UCS 収録済みの文字 UCS で符号化可能な文字は JSON では文字列で表す。
例：”字”
[Note] ”\u4e00” のように Unicode エスケープ表現を用いることも可能である。なお、BMP 外の文字は当

面”\uD840\uDC00” のように UTF-16 文字列として表現する。
一方、URI 中で用いる場合、UCS で符号化可能な文字は

https://api.chise.org/v0/character/get-spec?character=字

https://api.chise.org/v0/character/get-spec?character=%E5%AD%97

のように引用符を取りそのまま入れる。

[Note] URI 表現では UTF-8 を用いる。

4.2.4 文字型オブジェクト
（1つ以上の ID 素性を持つ）CHISE の文字オブジェクトは下記のような JSON オブジェクトで表現する
ことが可能である。

{

"@type": "genre:character",

"id": <CHARID>

}

特に、UCS で符号化できない場合、この表現を用いる必要がある。
例：

{

"@type": "genre:character",

"@id": "abstract-glyph:cns11643-7/0x2253"

}

4.3 関数

4.3.1 decode
https://api.chise.org/v0/character/decode?ccs=ccs&code-point=code-point
符号化文字集合 ccs の符号位置 code-point の文字を返す。存在しない場合は null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/character/decode?ccs=ucs&code-point=0x5B57

https://api.chise.org/v0/character/decode?ccs=glyph:daikanwa&code-point=12345

オプショナル引数 format の値として string もしくは est を指定した場合、結果が文字列で返る。

https://api.chise.org/v0/character/decode?ccs=ucs&code-point=0x5B57&format=string

https://api.chise.org/v0/character/decode?ccs=glyph:daikanwa&code-point=12346&format=

est
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4.3.2 encode
https://api.chise.org/v0/character/encode?character=character&ccs=CCS

文字 character の符号化文字集合 CCS における符号位置を返す。存在しない場合は null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/character/encode?character=字&ccs=glyph:jis-x0208

https://api.chise.org/v0/character/encode?character=abstract-glyph:daikanwa/12345&ccs=

abstract-glyph:jis-x0212

4.3.3 get
https://api.chise.org/v0/character/get?character=character&feature=feature

文字 character の素性 feature の値を返す。存在しない場合は null を返す。
例：U+3777 の漢字構造を取得
https://api.chise.org/v0/character/get?character=abstract-glyph:ucs/0x3777&feature=

ideographic-structure

例：「見」を部品として含む漢字一覧を取得

https://api.chise.org/v0/character/get?character=見&feature=ideographic-products

4.3.4 get-spec
https://api.chise.org/v0/character/get-spec?character=character

文字 character の文字定義 (char-spec) を返す。存在しない場合は null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/character/get-spec?character=知

https://api.chise.org/v0/character/get-spec?character=glyph-image:hng-kar/100

4.3.5 ids-match
https://api.chise.org/v0/character/ids-match?ids=ids

IDS 文字列 ids にマッチした文字を返す。存在しない場合は null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/character/ids-match?ids=⿰氵⿱木日

部品として変数を使うことも可能である。

例：https://api.chise.org/v0/character/ids-match?ids=⿱⿰xx皿

5 Concord Web API

5.1 URI パターン

Concord Web API の URI は次のようなパターンで構成される。

https://api.chise.org/v0/object/function?key1=value1&key2=value2&...

function は XEmacs CHISE における Emacs Lisp API の関数に相当するものであり、keyn=valuen は

n 番目の引数である。ここで、keyn を「（n番目の）引数名」、valuen を「（n番目の）引数値」と呼ぶ。

引数は引数名で識別されるため、引数の順番は任意である。
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引数には必須のものと省略可のもの（オプショナル引数）があり、何が必須で省略可かは関数毎に決まって

いる。

5.2 データ表現

5.2.1 素性名
素性名 (feature name) の識別子。
JSON では

feature

もしくは

rep:bare-name

という形式の文字列で表現する。

但し、feature は素性名の JSON-LD 表現である。また、bare-name は ID 素性の名前の基底名（= を取っ

た部分）の JSON-LD 表現である。

5.3 関数

5.3.1 decode
https://api.chise.org/v0/object/decode?type=type&feature=feature&value=value

Concord ジャンル type における ID 素性 feature の値 value のオブジェクトを返す。存在しない場合は

null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/object/decode?type=domain&feature=rep:id&value=shuowen

https://api.chise.org/v0/object/decode?type=feature&feature=rep:json-ld-item&value=

subsume

5.3.2 get
https://api.chise.org/v0/object/get?object=object&feature=feature

オブジェクト object の素性 feature の値を返す。存在しない場合は null を返す。
例：CCS 素性 mj の素性属性 value-presentation-type を得る
https://api.chise.org/v0/object/get?object=concord:feature/mj&feature=value-presentation-type

5.3.3 get-spec
https://api.chise.org/v0/object/get-spec?object=object

文字 object の定義 (object-spec) を返す。存在しない場合は null を返す。
例：https://api.chise.org/v0/object/get-spec?object=concord:domain/hanshu-zhu
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